
ThinPrep®
の形態学 



ThinPrep®
の形態学 

通常の細胞診 



CTおよび病理医トࣞーࢽング 

 既知標本の鏡検観察 

 

 評価モࢪューࣝ 

 

 能力査定モࢪューࣝ 



ThinPrep® 
過程 











ThinPrep®
の特徴 

 l湿固定 

 細胞ࡢ大ࡁさ 

 塗抹パターン 

 標本ࡢ背景 

 類似点＞相違点 



ThinPrep®
の特徴 

 

 
湿固定 

–細胞質ࡀこࡶࡾࡼ࡛ࡲࢀ細࠿い࡜こ
 ࡿ見え࡛ࡲࢁ

–核ࡀこࡶࡾࡼ࡛ࡲࢀ細࠿い࡜こࡲࢁ
࡛見えࡿ 

–核染色ࡀ一定࡛࡞い 





40x 



40x 40x 



ThinPrep®
の特徴 

細胞ࡢ大ࡁさ 

 小さいࠖ࡟相対的ࠕ–

 

–孤立性細胞ࡀ顕著 

 

–溶液中ࡢ細胞凝集 



40x 



40x 



ThinPrep®
の特徴 

塗抹パターン 

除去さࡀࢺࢡ࢓ーチフ࢔ࡿࢀく現ࡼ–
 ࡿࢀ

 

–細胞物質ࡀ粘膜࡛ࡲ࡟出ࡿこ࡞ࡀ࡜
い 

 

–組織ࡢ構造を維持 







ThinPrep®
の特徴 

標本ࡢ背景 

–鮮明࡞背景 

–細胞断片ࡢ凝集  

–背景ࠕ࡟手ࡾ࠿ࡀ｣ 
  ：汚い細胞ࠖ背景ࠕ–

  感染性因子、細胞融解、血液㸦月経㸧、疾患 











ThinPrep®
の特徴 

 手技ࡢࢢンࢽーࣜࢡࢫ

–系統的  

 

–時間を࠿けࡿ 

 

–わ࡞࠿ࡎ重ࡾ࡞ 



ThinPrep®
の特徴 

十分࡞細胞成分 

 

 
FN20接眼レン䝈/10倍倍

対物レン䝈. 

FN20接眼レン䝈/40倍

倍対物レン䝈 

FN22接眼レン䝈/10倍倍

対物レン䝈 

FN22接眼レン䝈/40倍

倍対物レン䝈 

細胞䝇ポッ

ト直径䠄mm䠅 

 

20 

部位 

 

 

314.2 

視野数䠄FN20  

10倍䠅 

 

100 

細胞数/5K視
野全体 

 

50.0 

細胞数/5K視
野全体 

 

3.1 

細胞数/5K視
野全体 

 

60.5 

細胞数/5K視
野全体 

 

3.8 

視野数䠄FN20  

40倍䠅 

 

1600 

視野数䠄FN22  

10倍䠅 

 

82.6 

視野数䠄FN22  

40倍䠅 

 

1322 



10X 

FN 22 



10x 

FN 20 



10x 



10x 







子宮頸管細胞 

 蜂巣状配列ࡼ࠾び柵状配列ࡢ維持 

 溶液中ࡢ細胞凝集  

 細胞群ࡢ密集 

 小さ࡞細胞集団/孤立細胞 

 核ࠕࡀ込ࡳ合࡚ࡗいࠖࡿ 



20x 





40x 



扁平上皮化生 

  配列ࡢ状/敷石状ࢺーࢩ

 密集した均一࡞細胞質 

 多くࡣ孤立細胞 

 小さく෇形状࡟見えࡿ細胞 



40x 





子宮内膜細胞 

 密集した立方形ࡢ細胞集塊 

 空胞化した細胞質を伴う緩い細胞
集塊 

 孤立性細胞ࡀ顕著 

 核ࠕࡀ込ࡳ合࡚ࡗいࠖࡿ 

 月経出血ࡀ溶解  









40x 40x 



萎縮 

 傍基底細胞ࢩࡢーࡀࢺ十分࡟保た
 ࡿい࡚ࢀ

 子宮頸管細胞ࡢ区別ࡘࡀく場合ࡶ 

 裸核ࠕࡣ少数ࠖ 

 ࡣ背景パターンࡢ萎縮性膣炎ࠖࠕ
凝集し࡚いࡿ 





40x 







トࣜコモࢫࢼ膣炎 

 多くࡣ小型 

 

 ෆ部構造ࡀ容易࡟確認可能 

 

 典型的ࣜࢺࠕ࡞コモࡢࠖࢫࢼパタ
ーンを維持 







カンࢪダ 

 古典的࡞細胞ࡢ凝集 

 白血球ࡢ抱ࡁこ࡟ࡳ反応を示ࡍ扁
平上皮細胞 

 粘膜ࣛࢺࢫࡢン࡜ࢻ偽菌糸ࡢ࡜区
別 





40x 







放線菌類 

 枝分ࡿࡍࢀ࠿糸状細菌ࡀ組織化さ
 集塊ࡿい࡚ࢀ

 随伴ࡿࡍ青色染色細菌 





単純ヘࣝペࢫウイࣝࢫ 

  核ࡢ硝子様ࡾࡍ

 

 核圧拝像ࡿࡼ࡟多核細胞化 

 

 典型的࡞好酸性核ෆ封入体 





炎症による反応 

 わ࡞࠿ࡎ核ࡢ拡大 
㸦中程度ࡢ核2ࡢ倍) 

 核周明庭 

 細胞質ࡢ空胞化ࡼ࠾び2層ࡢ染色 

 白血球ࡢ凝集 

 細部ࡢ明瞭化 



40x 



反応性の変化 
修復 

 l白血球ࡢ抱ࡁ込ࡀࡳ認ࡿࢀࡽࡵ細

胞ࢩーࢺ  

 細胞ࢩー࡟ࢺ丸ࡳ 

 焦点深度大 

 細胞ࢩーࠕࡢࡽ࠿ࢺ引ࡁ抜ࡢࠖࡁ
減少 







 

 

 

正常の細胞診の終わり 


